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⑬臺、真っ盛り。祭、最高潮。
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応
援
し
ま
す

ー－－－一一三
“この地域でこの家で暮ら

したいけど、－人で家事を全

部するのは負担が大きいわ
･ ｡”そんなお年寄りのみなさん

を応援するのが、ホームヘルパー

です。 7月に新たに2人増えて、

今、 6人のホームヘルパーが活動

中です。 6人は、各家庭に伺って

部屋の掃除や食事作り、入浴の介

助、洗濯のお手伝いなどをします。

この車を使って、買い物もしてき

ますよ。
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さわやかな笑顔と

熱心な活動

’
萩市高校生会

『村真紀さん（下手綱）

一計戸

長
今
云

「小・中学生といっしょに

テントを張ったり食事の用意

をしたりするのは、楽しいで

すよ。特に夏の行事は、待ち

どおしいくらいです」 と、口

をそろえる会員のみなさん。

16人の会員は、高萩国際交

流の集いに始まり、サマージ

ャンボリーや花員川の源流探

検、新庄市の訪問など、年間

10を超える行事に参加して活

動しています。また、 月の第

2士曜日は福祉ボランティア

活動日。熱心に各施設を訪問

するみなさんのさわやかな笑

顔とその熱意は、周囲に明る

さと活気を届けてくれます。

私
た
ち
６
人
が
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
で
す
。

／

/L一一一一一三
日常生活をしていくなかで、無、

理なときやちょっと手伝いが欲し I
いときは、福祉事務

熱夢
ください。訪問日な

ホームヘルパーがお

ホームヘルパーは

｜
進めるサービスの一つで、市の進

めている地域ケアシステムのチー

ムメンバーです。
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*詳しくは、福祉事務所へ＊
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1， 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1 ．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

1 ．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1 ．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

『 誼 己 』 吾t 5＝4，遙弔滞骨普勤
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豊
か
さ
が
実
感
で
き
る

安
全
で
快

21世紀へつなぐ第三次基本計画

を産かした産業・
誕彩将来の都市像

織議
重点目標ゼ職騨蕊鎌

2"りり年

寒鍼
認
急○だれもが生きがいをもって、

安心して暮らせるまちづくり

○生活の豊かさと自然の豊かさが

共生する地域づくり

○県北臨海都市圏の北部拠点都市

○首都圏のリゾート都市

鍵
8つの重要な計画

(平成8年）

●
己

7ダ”

昂

第二次

、 墓本計画

１
１

ー

『ダダ‘
●

〃クワo

第一次■高萩・北茨城新都市開発整備事業の推進

■十批反画整理事業の推進

■海岸の保全・活用の促進

■地域の特性を生かしたまちづくりの推進

■中山間地域の振興

■保健・福祉・医療の連携と充実

■牛涯学習の推進

■防災体制の充実

職

計画

。 ／
'ダ35年１

、
、 (昭和61年）

、

乳
再鴛

識
す
る
地
域
づ
く
り
」

鰊
こ
れ
は
、
第
二
次
基
本
計
画
の
重

高
萩
市
は
、
今
年
度
か
ら
西
暦
一

年
ま
で
の
第
三
次
基
本
計
画
に
お

次
基
本
計
画
に
お

ち
づ
く
り
の
重
点
目
標
に
次
の
二
つ

ま
し
た
。

『
だ
れ
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
、

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

基
本
計
画
は
ま
ち
づ
く
り
の

高
萩
市
は
、
昭
和
六
一
年
に
西
暦
二
○
○

○
年
ま
で
を
目
標
と
し
て
、
将
来
像
を
「
海

と
緑
を
生
か
し
た
産
業
・
文
化
都
市
』
と
定

め
た
高
萩
市
新
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

こ
れ
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
に
包
ま
れ
た
な
か

で
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
輝
き
、
豊
か
さ
と

活
力
が
満
た
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

で
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て

本
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
重
点
目
標
の
達
成
の

た
め
に
、
特
に
八
つ
の
観
点
か
ら
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
四
、

五
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
提
言
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

で
あ
る

『
生
活
の
豊
か
さ
と
自
然
の
豊
か
さ
が
共
生

道
し
る
べ
で
す

『
県
北
臨
海
都
市
圏
の
北
部
拠
点
都

い
て
、

ー

点
目
標

安
心
し

○
○
○

て
、
ま

を
加
え

こ
れ
ま
で
の
一
○
年
間
で
は
、
ま
ち
の
大

事
な
骨
組
み
づ
く
り
と
広
域
行
政
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
締
め

く
く
り
の
五
年
間
を
迎
え
た
第
三
次
基
本
計

画
で
は
、
住
む
み
な
さ
ん
の
視
点
を
基
本
に

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
や
す
ら
ぎ
や
安
全
・
快
適
性
な
ど

が
感
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
福
祉
や
医
療
、
防
災
、

教
育
面
で
も
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
、
将

来
像
で
あ
る
『
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業
。

五
年
ご
と
の
基
本
計
画
を
つ
く
り
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

文
化
都
市
」
に
近
づ
く
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

ま
た
、
第
二
次
基
本
計
画
で
掲
げ
た
北
部

拠
点
都
市
や
首
都
圏
の
リ
ゾ
ー
ト
都
市
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
の
保
護
や
周
辺

と
の
調
整
も
あ
り
、
時
間
の
か
か
る
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
も
引
き
続
き
重
点

目
標
に
掲
げ
て
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
三
次
基
本
計
凹
の
作
成
に
は
、
総
合
振

興
審
議
会
委
員
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
一

五
人
が
携
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
、

一
般
の
み
な
さ
ん
と
中
学
生
を
対
象
に
し
て

行
っ
た
意
識
調
査
を
生
か
し
な
が
ら
、
今
後

の
進
む
べ
き
目
標
を
立
て
て
第
三
次
基
本
計

画
が
出
来
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
視
点
が
基
本
で
す

り
一一一～、

/担当Iま、
企画開発課
盆23-2111

内線272
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やすい
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が

ら
、
観
光
資
源
の
開
発
と
整
備
に
努
め

て
観
光
拠
点
を
形
成
し
、
さ
ら
に
地
域

産
業
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。
自
然
と

共
生
す
る
住
宅
や
観
光
開
発
な
ど
に
は
、

民
間
資
本
の
導
入
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

）

■
中
山
間
地
域
の
振
興

・
花
貢
川
流
域
地
区
の
観
光
拠
点
整
備

四季折々の魅力を楽しめる花貫川流域地区。花員ダムや渓谷、土岳一篭に遊歩道や

ハイキングコースなど整備して、レクリエーションの拠点整備を図ります。

■
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
■
生
涯
学
習
の
推
進

連
携
と
充
実

学
習
の
機
会
や
情
報
の
提
供
な
ど
の

保
健
・
福
祉
・
医
療
の
連
携
シ
ス
テ
機
能
を
持
つ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機

ム
を
充
実
し
、
確
立
す
る
と
と
も
に
、
能
を
中
央
公
民
館
に
持
た
せ
、
学
習
体

地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
と
な
る
総
合
福
制
の
充
実
や
各
施
設
の
整
備
を
図
り
、

祉
セ
ン
タ
ー
や
中
核
医
療
施
設
の
整
備
利
用
者
の
拡
大
と
機
能
の
充
実
を
進
め

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
事
業
の

推
進

中
核
医
療
施
設
の
整
備
促
進

i諦画酎硝磁暉耐fl劃で

薑
夢

生きがい対策と在宅支援、保

健予防の三つを柱に､各種の

福祉サービスを提供する総合

福祉センター。昨年度は、各

分野の専門家による基本構想

の策定を行い、今年度は､セ

ンタ－の設計に入り、建設に

向けて着々と進んでいます。

(写真は、保健センターでの予

防接種の様子）

。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
検

討
・
地
区
公
民
館
の
建
設

＃"

高萩市総合振興審議会委員
さかん

谷口精さん〈高萩ニッカン㈱〉

教育と医療の充実を
まちを支えるのは、人です。社会が必

要とする質実ともに良い人材を育てるた

めに、あらゆる努力が必要だと考えます。

これは、工業団地に進出する企業を始め

市内外の企業にとっても、人材確保の上

で重要なことでもありますので、体力の

伴った教育の充実を強く望みます。

そして、医療の拡充ですね。操業中の

不慮の事故に対処できる医療機関が近く

にあることは、大きな安心を確保できる

ことになります。ですから、あらゆる事

L二

’

災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

排
水
網
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、
災
害
時
の
体
制
を
強
化
す
る

た
め
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
〔

ま
た
、
救
急
体
制
の
充
実
と
救
急
医
療

機
関
と
の
連
携
の
強
化
も
図
り
ま
す
。

■
防
災
体
制
の
充
実

・
防
災
計
画
の
見
直
し
事
業
の
推
進

・
高
浜
排
水
路
整
備
事
業
の
推
進

・
準
用
河
川
整
備
事
業
の
推
進

・
海
岸
防
災
事
業
の
促
進 巳

故や病気に対応できる総合病院が欲しい

ところです。

私たち企業が進出するにあたっては、

工場立地環境とともに、働く者の住む環

境も重要視しています。基本計画づくり

にあたっては、特に教育と医療の二点に

ついて提言しました。

’

！
｜

|
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雪のふるさと

山形県新庄市

山形県の北東部に位苣し、南西部には日本三大急流のひとつ最上川が

流れる新庄市。古くから豪雪地帯として知らる新庄市は、雪と闘い、雪

の中で生活してきた人々が残した豊かな雪国文化が随所に息づいていま
やたい

す。 8月下旬に開かれる新庄まつりでは、 日本一の規模を誇る山車パ
レードが華麗に繰り広げられ、北国の短い夏を楽しむ約40万人の観光客

でにぎわいます｡ (人口約4万2千人）

新庄まつりで披露される華麗な山車

‐

‐

害
時
の

援
を

束
I ｱ月27囿碕

高談壷

『災害時における新庄市・角館町

及び高萩市相亙応援協定』を締結

冨
旦



蕊
みちの＜の小京都

秋田県角館町。
せんぼ<

秋田県内の米どころ仙北郡のほぼ中央に位置する角館町。 17世紀につ

くられた町割が今に伝わり、まちの随所に黒板塀の武家屋敷が続いて、

みちのくの小京都を思わせる風情があります。また同町には、国指定の
しだれ ひのきない

天然記念物となっている枝垂桜や国の名勝に指定されている桧木内川堤

の2kmにわたって咲き誇るソメイヨシノなどがあり、桜のまちとしても
知られています｡ (人口約1万6千人）

桧木内川堤に咲き誇るソメイヨシノ

昨
鮮
甥
綱
灘
戦
潔
霊
、
剰
噛
匪
締
繩
郡
師
雛

に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
続
定
で
は
三
市
町
が
結
び
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

く
復
旧
作
業
の
中
で
は
、
数
々
の
問
題
が

葬
鰄
齪
雨
濡
謝
鮒
總
葬
高
灘
崎
繩
灘
硫
噸
燃
辨

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
、
議
長
、
副
議
長
な
ど
関
係
者
の
み
な
な
さ

連
日
報
道
さ
れ
た
災
害
地
の
被
災
状
況
か
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

ら
、
み
な
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
と
こ
締
結
に
臨
ん
だ
会
場
で
は
、

ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

訓
瀦
溌
蕊
舎
憲
蕊
鑪
鰄
霊
舗
駕
器
鰹

高
橋
榮
一
郎
新
庄
市
長

し
を
行
い
、
風
水
害
に
限

ら
ず
地
震
災
害
を
想
定
し
「
戸
沢
氏
で
結
ば
れ
た
三
市
町
。
こ
れ
を
機
会
に
市

な
が
ら
効
果
的
な
対
策
や
町
民
の
交
流
を
進
め
友
好
関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
」

対
応
に
つ
い
て
の
検
討
を
高
橋
雄
七
角
館
町
長

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
「
心
強
い
広
域
的
な
協
力
体
制
が
で
き
た
。
こ
れ
を

で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
蟇
盤
に
市
民
の
生
活
と
安
全
を
守
っ
て
行
き
た
い
」

の
よ
う
な
大
規
模
地
震
災

大
久
保
清
高
萩
市
長

害
の
発
生
に
つ
い
て
は
、

行
政
の
ワ
ク
を
超
え
た
広
域
的
な
協
力
体
と
各
市
・
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
協

制
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
定
書
へ
の
署
名
が
行
わ
れ
、
災
害
時
に
お

る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
急
務
の
課
題
け
る
今
後
の
協
力
を
約
束
し
ま
し
た
。

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

十
王
町
と
の
相
互
応
援
協
定
を
結
び
、
近
｝
」
岬
蝿
睦
庇
唖
瀞
雌
繧
恥
詐
準
鴫
鱒
繊

昨
年
一
一
月
に
は
日
立
市
、
北
茨
城
市
、

隣
市
町
と
し
て
の
日
常
的
な
協
力
体
制
づ
を
行
う
ほ
か
、
復
旧
作
業
に
必
要
な
物
資

く
り
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
は
、
の
援
助
や
職
員
の
派
遣
、
被
災
者
を
一
時

よ
り
大
き
な
災
害
を
想
定
し
て
、
友
好
都
的
に
収
容
す
る
た
め
の
施
設
の
提
供
な
ど
、

市
盟
約
を
結
ん
で
い
る
山
形
県
新
庄
市
と
大
規
模
な
災
害
を
想
定
し
て
各
種
の
応
援

秋
田
県
角
館
町
を
合
わ
せ
た
二
市
一
町
に
体
制
を
決
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
起

よ
る
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
、
日

新
庄
市
は
、
戸
沢
政
盛
公
の
縁
で
平
成
ご
ろ
か
ら
情
報
交
換
と
応
援
体
制
の
確
認

元
年
に
友
好
都
市
の
盟
約
を
結
び
、
両
市
を
行
う
た
め
に
二
市
一
町
で
災
害
対
策
連

民
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
絡
会
議
を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
に

ま
た
角
館
町
は
、
戸
沢
政
盛
公
が
高
萩
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ー

島名走ろう会が ）

新庄一高萩間友好駅伝

SSakm
瀞瀞
堀･鷺 、．と・

松岡城跡着

’
三
騨
一

画》“》鐸

五
悪
這
迩

擬
騒
溌

蝿
蕊
蕊
韓

国道4号 国道49号国道13号
霊貴繍出発

七
月
二
○
日
出
午
前
八
時
、
戸
沢
神

社
の
お
守
り
を
た
す
き
に
縫
い
込
ん
で

同
神
社
を
ス
タ
ー
ト
。
最
初
の
一
区
は

新
庄
鉄
人
会
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
親

睦
を
深
め
な
が
ら
の
快
走
。
一
昼
夜
を

か
け
て
四
本
の
国
道
を
走
り
抜
け
、
翌

二
一
日
⑧
午
後
三
時
に
は
、
戸
沢
氏

ゆ
か
り

所
縁
の
松
岡
城
跡
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
一

八
人
が
つ
な
い
だ
新
庄
ｌ
高
萩
間
の
距

離
は
、
実
に
三
三
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

も
な
り
ま
し
た
。

こ
の
友
好
駅
伝
は
、
新
庄
市
と
の
友

好
盟
約
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
に
、

島
名
走
ろ
う
会
の
企
画
・
運
営
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

県
道
高
萩
大
子
線
の
国
道
昇
格
を
目
指

し
た
駅
伝
に
長
い
間
取
り
組
ん
だ
実
績

を
持
っ
て
い
ま
す
。
「
走
者
と
そ
れ
を

見
守
る
仲
間
た
ち
の
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
こ
ま
で
こ
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
み
ん

な
の
成
果
で
す
」
と
ゴ
ー
ル
に
走
り
込

ん
だ
大
野
謙
一
さ
ん
（
秋
山
）
。
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▼天王尊御輿を繰り出す安良川グリ ン会



灘議議繊職蕊譲灘繍繊鰯雛鱗

汝 1,500人が海岸を清掃! : ’ ： ゞ7月14日旧）
- .歩. 課･ ,､ '

海開きを前に高戸小浜海岸から花貢川

河口付近までの海岸清掃が行われました。

これは市民憲章推進協議会が主催して毎

年行っているもので、各種団体や企業な

どから約1,500人が参加し、集まったゴ

ミは2トンダンプ4台分になりました。

，蝿

；
鳳
夢
ジ
油
切
罰
堺
早

一
勢
一
一
一
一
》
鍔

再

建

一

串

司

垂

、

狼

坐

ｑ

一

一
軸
“
窪
奪
芝
△
一
、
二
匿
吋

二

Ｆ

ケ

『

』

凸

ー識‘

織蕊蕊篭脅蕊壹吏
』鐸雪〆

曽鐸群毎

’1 7月21日旧)

待望の海水浴場がオープン。海開きの

この日は、関係者が出席して安全祈願を

行いました。海岸では、海開きを待ちか

ねたように家族連れや若者など数多くの

海水浴客で早くもにぎわいをみせ、あち

こちで喚声と水しぶきをあげていました。

、

:,劉剥爵 熟§
．

職&繊鱗

鱸
←~蝉一

鱗
■
■
日
日
日
日
日
日
日
日
■
日
日
Ｉ
日
日
■
’
二
一
三
三

' 4

職

岨
）

一ツクラフ

『日本の渚・百選」の認定証が交付され、

高戸海岸がその一つに選ばれました。こ

の百選には、全国から約430か所の応募

があり、県内では高戸海岸のほか、五浦

海岸と大洗海岸が選ばれました。

鞠

蕊篝灘塞鍵蝋誕瓢譲議蕊鵬灘9



ｑ
も口

〃

（

､

零

鍵
捧
豈鋒

峰も … 幸司

I

il I 議難蕊蕊議灘灘蕊灘
第13回交通安全子ども自転車高萩地区大会が|王町で

開かれ、高萩市と北茨城市、十王町の小学校から15チー

ムが参加し、学科テストと自転車の実技テストで競い合

いました。市内から出場した秋山小学校の3チーム15人

は、団体の部で1位と3位、 5位に輝き全員がメダルを

獲得。さらに個人の部では、 6年生の磯充さんが980点

で1位に輝きました。秋I[|小のチームは、 7月の県大会

にも出場し、 30チーム中9位という好成績を収めまし

た。 6月25日 （火）

村田猛さん

（春日町）
…
「
松
籟
」
第
八
○
回
院
展

季節の花を見つめて
はんけしよう

「今日のモチーフは半夏生。教室のみなさん

といっしょに描きましょう」 と、季節を迎えて

咲いた花を見つめる村田さん。 自然の美しさが、

日本画の柔らかい色彩によって生まれ変わりま

す。毎日描いている花は、奥さんが丹精込めて

育てている庭の植物がほとんどです。花の性質

やいわれなどを奥さんと語り合う脇には、今手

がけている尾瀬や知床半島の風景画が、ゆっく

りと完成を待っています。

日本美術院特待の村田さん。上京しては、 H

本美術院同人の片岡球子さんや平山郁夫さんら

との談笑を楽しんでいます。

‐

し
ょ
露
っ
ら
い

Ｉ
貿
驚
蕊
蕊
蕊
蕊

まちの活性化や個性的なまちづくりを進めている夢蒼

塾では、ホタルの里づくり活動に取り組んでいます。こ

れまではホタルの生息状況を調べてきましたが、今凹ホ

タル研究家の安喋勝敏さん（水戸市）の協力で、約8,

000匹のゲンジボタルの幼虫を花貰川に放流しました。

このうち成虫になるのは約1パーセント程度ですが、参

加した塾生は「1匹でも多く育ってほしい。来年6月の

再会が楽しみです」と話していました。 7月19日(金）

蝿 1謡溶
､…

ー

◇市民センター 3階

［午前9時～午後5時］

＊『写友会展』

9月8日（日）～15日（日）

◇水戸信用金庫高萩支店ロビー

［午前9時～午後3時］

＊『絵画展』

8月12日(月)～27日(火）

;I I 識蕊蕊議灘燕撚瀧
高萩小学校6年生の親子約200人

によるサマースクールでは、長久保

源蔵さん(赤浜)を講師に招いて、マ

ンガ本と紙芝居での‘､長久保赤水，，

についての勉強会を中央公民館で開

きました。その後は学校に戻り、

ゲームや肝試しなどを通して、小学

校最後の夏休みを楽しんでいました

7月20日(土）

◇みよし手綱店ギャラリー

［午前9時～午後6時30分］

＊『高萩色紙絵第二クラブ展』

～8月20日（火）
と入こう

*I敦煙切り絵展』

8月21日(水)～9月17日(火）
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驚鱗織灘繍欝“蕊識鵠

た
言
う
ん
．
に
ゅ
↑
フ

歌や遊戯を披露しメｰ

秋山保育所の子ども ズ

」

戸
」
挑
卜

胆
拍
お
、
気
姿
い

ち
手
の
は
元
の
わ

人。歌に合わせて
はくじゆんえ人

子を取る博純苑

年寄りのみなさん

｢澄んだ声で歌い、

に動く子どもたち

は、いつ見てもか

いね」とうれしそう

ノーＩ

す 灘 誠

》
一
…

秋l 1 I保育所では、年に数回、砂浜や防波堤の草の中から、
ていねい

缶やピンを一つ一つ丁寧に拾い

集める松丘高校1年生のみなさ

ん。紙や流木は、その場で焼却

処分しました。

2年生は、下手綱の緑川石材

店から松岡小学校付近までの歩

道を担当し、 3年生は、いわん

坂と赤浜坂の歩道を担当してゴ

ミなどを拾い集めました。全校

生徒による美化活動で集められ

たゴミは、 870キログラムにも

上りました｡ 7月12日(金）

博純苑を訪問して歌声を響かせています。 「また来ます

からお元気で」とあいさつする子どもたちには、お年寄

りのみなさんからお絵描き帳を手渡され、ニコニコ顔で

した。 7月10日(水）

雛醗朧醗醗繊漁

一

－

を
呼
ぷ

ー

篝
議議鍵 …鑓

墨
棚
撰
鵠
一

／

幽霊罰橋 震蕊
／
／
ｈ
、

橋
は
人
を
、
水
を
、
車
を
、
鉄
道
を
運
び
、
夢
や
理
想
を
伝
え
て
い
ま
す
。

霊

ま§

蕊
一

諺

県の行った花貰ふるさと自然公憧|整備

事業のひとつとして平成3年に完成した

花貫蔓谷のつり橋。国道461号から花貰つな

川を跨ぎ、対岸の11 1に繋がるつり橋は、

木づくりで全長は約60メートル。
しぉみざか

このつり橋を歩くと、汐見坂キャンプ

場やカロードの滝が足元に広がり、広葉

樹から伸びる枝が大きなトンネルをつ

くって迎えてくれます。 まるで四季折々

の自然の楽しみを与えてくれる花貰渓谷

への案内役をしているように思えます。

この時期は、キャンプや自然散策を楽

えさは、パンやご飯など 黒澤昇一さん（高萩）撮影

の残飯ですが、 どちらのタ

ヌキも8匹という大家族。

「えさの確保が大変」と大

川さんご夫妻は、近所のお

店からも残り物をいただい

ています。 「子ダヌキの仕

種がかわいくて、見飽きな

いわ」と神長倉さんご夫妻。

どちらのタヌキも、それぞ

れの家族の一員のようです。

財

雛
”

鵬
画” 1

姉 戸 」

しむ車で混雑するつり橋周辺の国道 461

｜濯

樵倉詳言んと良枝善ん電
（安良川）

蕊鳶
鄙 段

号ですが、現在、別ルート

が進められ、混雑緩和に期

ています。

での道路整備

侍が寄せられ

】

鞠 ，季-k
爾
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⑤ん囿仕事ですか？ど
蝿
誹
壺
唱
露
品
鼎

、
”
灘
ゞ
静
：
“
》
…

…
歸
詳
弾
、
玲
竜
寺
韓

邑
酔
群
少
蛍
設
唱
韓
幸
宇

道路網の整備と河ll lの改修を進め、

安全で快適なまちをつくります
蕊

建設課±木係内線405

国道や県道を補完し、都市のス

ムーズな交通体系を作る幹線市

道や地域の中で生活に密着した

市道の整備をはじめ、河川の改
ー

修などに取り組んでいます。

●聞き手鈴木トモ子さん

（上手綱）

●建設課土木係長

村山司郎
改
修
さ

れ

た

秋
山
川

市では水害に強いまちづくりを進めています。そ

の－つとして準用河川や普通河川の整備に取り組

んでいます｡

灘
Ｑ
，
土
木
係
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
Ｏ

Ａ
．
、
王
な
も
の
は
道
路
改
良
や
河
川
改

修
に
関
す
る
仕
事
で
す
。
道
路
に
は

国
や
県
、
市
町
村
が
管
理
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
道
路
が
あ
り
ま
す
が
、
私
の

係
で
は
こ
の
う
ち
、
市
道
と
い
わ
れ

る
市
の
管
理
す
る
道
路
の
新
設
や
改

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
私
た
ち
が

立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
新
設
し
た

市
道
で
す
。
ま
た
、
河
川
の
仕
事
で

は
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
な
改

修
工
事
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
市
道
と
い
う
と
道
幅
が
狭
い
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
道
は

と
て
も
広
い
で
す
ね
。

Ａ
・
市
道
と
い
っ
て
も
、
生
活
道
路
と

し
て
利
用
さ
れ
る
地
域
内
の
道
路
の

ー

う
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
花
貫
川
や

関
根
川
は
二
級
河
川
で
す
が
、
市
で

管
理
す
る
の
は
そ
の
下
に
位
置
付
け

ら
れ
た
準
用
河
川
、
普
通
河
川
と
い

わ
れ
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

未
整
備
の
河
川
を
改
修
し
て
、
河
川

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

ｌ
市
民
の
生
活
に
直
接
結
び
付
く
仕
事

で
責
任
も
大
き
い
で
す
ね
。
私
た
ち

も
で
き
る
こ
と
か
ら
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
，
道
路
の
仕
事
は
わ
か
り

河
川
に
つ
い
て
は
ど
ん
な

て
い
ま
す
か
。

Ａ
，
河
川
は
、
そ
の
大
き
さ

Ｑ
、
こ
れ
だ
け
広

Ａ
・
そ
う
で
す
ね
。
も
と
も

い
と
こ
ろ
に
道
路
を
造
る

ず
っ
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す

力
を
い
た
だ
く
た
め
の
仕
事
の
方
が

持
っ
て
い
る
地
権
者
の
協

れ
ば
ど
う
し
て
も
で
き
ま

事
の
内
容
で
も
工
事
に
関

幅
が
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。

間
よ
り
、

か
ら
、

う
の
は
大
変
な
仕
事
で
す
ね
。

ま
す
。
こ
の
道
路
は
、
幹
線
道
路
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、

線
的
な
役
割
を
果
た
す
道
路
が
あ
り

よ
っ
て
一
級
．

ほ
か
、

計
画
路
線
に
あ
た
る
土
地
を

地
域
間
の
連
絡
道
と
し
て
幹

地
権
者
の
み
な
さ
ん
の
協

二
級
河
川
と
い
う
よ

い
道
路
を
作
る
と
い

力
が
な
け

せ
ん
。
仕

係
す
る
時

ま
し
た
が
、

仕
事
を
し

や
長
さ
に

と
道
が
な

わ
け
で
す

12



一

M#

腿岻
将来、子どもたちに夢を与え

る保母になるため、今、頑強

半 っています。楽しみは、 カラ

| オケや海でのポデｨｰポｰﾄ
Iバックとクツ？これは､昔、

『隙隠翻照；
I．

（からいただいちゃったの。

、~一一/～－〆…一一

:”ザ
茜⑭

寵’

霜灘

:'図麹
f 1

短
大
一
一
年
生
の
水
上
忍
さ
ん
（
大
和
町
）

さ

鰕
騨
，
一
産
別
副
掘
謡

鰐
蕊議謬蕊警

面一一一＝■一一

夏休みの自由研究相談会

が、図書館と松岡地区公民

館で開かれました。小・中

学生の子どもたちは、資料

の収集やグラフの作り方な

どを各専門の先生に尋ねて

いました。 8月131=I (火)に

も相談会が開かれますので、

ご利用ください。

上
か
ら

亡
宇
桝
罰
Ｉ
澱
畔
パ

24日に1件

平成7年鎌 火
《《《

火

〆

I ー

蕊

尋
辱
官G琴丞』圏§I@

霧交通事故鯵平成7年
芦少,,チ画

同じ書道の教室で学ぶ阿

部千代さん（上手綱） と藤

原よし子さん（島名)、根

本かねさん（島名）は、 3

人いっしょに書聖会の師範

格をとり、 「この年で恥ず

かしいわ」と遠慮がちです。

2日に1件○8/18…人体デッサン会 ○8/20…第9回少年水泳大会

○8/25～…第24回高萩市長杯争奪軟式野球大会

○8/25～…第17回市民テニス大会○8/29…無料法律相談

○8/29～…第5回キャンパスサッカー大会

○9／1…第29回ママさんバレーボール大会

○9/14…第25回市民号

臺
壽

ー

「害を楽しみながら、お互

いに励まし合って級や段に

挑戦してきました。でも、

歩みは牛歩。若いみなさん

の後を焦らずゆっくりと付

いてきただけです」と話す

阿部さん。でも、やっぱり

うれしさは隠せない3人で

した。

罵ゞ
高萩県税事務所冠22-2221

蕊
綴蕊:誠

と寺は

左なくちる

緊急車両を優先させるため、

車は道路左側へ止める。
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平
成
９
年
度
採
用
の

市
職
員

●採用職種及び受験資格要件

画学歴等区分

高校卒業者

短大卒業者

大学卒業者

高校卒業者

短大卒業者

大学卒業者

力棚鰄l州剛加椴棉

(軸9峨測槻瀦を紬）

矧年 齢 限職種獅予畝員

二聴事慰謝| 若干塙
2H以降の出生者で卒業又は平成9年3月卒業見込みの者

2日以降の出生者で卒業又は平成9年3月卒業見込みの者

2日以降のH性者で卒業又は平成9年3月卒業見込みの者

IM#147年4雁

昭和45年4版

職Ⅱ43年4f

噺Ⅱ46年4f

HMI44年4f

IM142年4f

昭和45年4

州蝸蝸一州一州州

2H以降の出生者で卒業又は平成9年3月卒業見込みの者

2H以降の出生者で卒業又は平成9年3月卒業見込みの者

2日以降のll性者で卒業又は平成9年3月卒業見込みの者

月2日以降の出生者

技術職

臘熟士加鯏繩

撫加温Lの者)

幼稚園教諭

及び保母

保 健 婦

１
１

若干名

若干名

保健婦の有賢縮(平成9

年免許恥親峨を含む）’ 昭ll43年4月2日以降の出生者若干名

＊高校卒業後各種専門学校の課程を2年間以上修学した者の年齢制限は、短大卒業の区分欄とする《

●
受
付
期
間
Ｂ
月
即
日
鯛
ま
で
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

た
だ
し
、
士
．
日
曜
日
を
除
く
。

＊
郵
送
の
場
合
は
、
Ｂ
月
即
日

の
消
印
有
効
。

●
試
験
日
及
び
場
所
［
第
１
次
試

験
（
学
科
）
］
９
月
盟
日
⑧

午
前
Ⅲ
時
か
ら
午
後
４
時
印
分

ま
で
。

［
第
２
次
試
験
（
面
接
）
］
Ⅲ

月
上
旬
。
＊
第
１
次
試
験
合
格

者
の
み
。

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
中
央
公

民
館

●
受
験
手
続
受
験
申
込
書
（
＊
）
に

所
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近
Ｂ

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を

貼
り
、
卒
業
証
明
書
（
又
は
卒

業
見
込
証
明
言
）
、
成
績
証
明

書
（
本
人
開
封
無
効
）
を
添
付

し
て
職
員
課
あ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

（
＊
）
受
験
申
込
書
は
職
員
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
は

が
き
で
も
請
求
で
き
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
官
製
は
が
き
に
受

験
職
種
、
氏
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
（
高
萩
市
に

帰
省
先
が
あ
る
方
は
帰
省
先
の

電
話
番
号
も
）
を
明
記
の
う
え
、

職
員
課
（
〒
川
高
萩
市
本
町

１
ｌ
Ｏ
Ｏ
）
へ
請
求
し
て
く
だ

当
」
い
○

○
職
員
課
内
線
三
ｅ
三

画ョ

灘鱗灘 一般ドｯｸ 脳ドｯｸ
施病院高緬泉縦(*） 高萩協同病院聖麗メモリアル病院(日立市）

診鵜 36,050円 37,080円 35,000円

ヨ負担額 11,550円 12,580円 10,500円
＊残りの24,500円は、市が補助金として支払います。

瀦溌
:霧
鍔FH

人
間
ド
ッ
ク
（
｜
般
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
）
の
受
診
者

今
年
も
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク

受
診
者
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
内

容
は
一
般
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
２

種
類
で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
体

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

●
対
象
者
前
年
度
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
た
世
帯
で
、

今
年
の
４
月
１
日
現
在
釦
歳
以

上
刀
歳
未
満
の
人
（
老
人
保
健

蕊
蕊
蕊
驚
駕
蕊
澪
蕊
蕊
鍾
蕊

へ
罰
ド
ッ
ク
へ
一
役
ド
ッ

実
一
受

自己雲負担額

10月1日㈹～平成9年3月31日（月）

＊日曜日、休日を除く。

約2時間

40人

12月2日(月)～平成9年3月31日旧）

＊土･日曜日､休日を除く。
実誓施期草間

検査所要時間

募集人員

約2時間30分

140人
I

蔦

(※)高萩温泉病院は、土曜日も 受診できま す。

江
戸
東
京
博
物
館
と

大
相
撲
観
戦
の
参
加
者

法
に
よ
る
医
療
受
給
者
を
除
き

ま
す
）
。
た
だ
し
、
現
在
医
師

の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
、
妊

娠
中
の
人
は
除
き
ま
す
。

●
申
込
方
法
Ｂ
月
記
日
側
か
ら
９

月
６
日
㈲
ま
で
に
、
被
保
険
者

証
（
保
険
証
）
と
印
か
ん
を
持

参
の
上
、
保
険
年
金
課
へ
申
請
。

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

＊
申
し
込
み
は
一
般
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
す
。

●
そ
の
他
受
診
対
象
者
に
は
、
受

診
補
助
決
定
通
知
書
を
９
月
中

旬
ご
ろ
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

○
保
険
年
金
課
内
線
三
コ
４

●
と
き
９
月
Ⅱ
日
出
。
＊
高
萩
駅

出
発
午
前
７
時
咄
分
、
同
着

午
後
旧
時
引
分
予
定
。

●
場
所
江
戸
東
京
博
物
館
、
両
国

国
技
館
。

●
募
集
人
員
１
Ｂ
Ｏ
人
。
＊
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
費
大
人
…
１
７
，
０
０
０
円

小
学
生
以
下
…
１
３
’
０
０
０
円

＊
相
撲
グ
ッ
ズ
の
お
み
や
げ
と

食
事
（
昼
食
・
夕
食
）
付
き
。

●
申
込
Ｂ
月
旧
日
附
か
ら
市
役
所

玄
関
ホ
ー
ル
ま
た
は
生
活
環
境

課
、
及
び
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
高
萩

で
申
し
込
み
受
け
付
け
。

○
生
活
環
境
課
内
線
ヨ
白
已

第
鰯
鰯
蕊
蕊
慧
蕊
溌
睡
簿

ー

執 ､
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比
Ｏ
Ｐ
Ｅ
計
画

住
ま
い
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ブ

の
参
加
者

市
で
は
平
成
７
年
度
に
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

計
画
（
地
域
住
宅
計
画
）
を
策
定
し

ま
し
た
。
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
計
画
と
い
う
の

は
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
住
ま

い
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
計
画
の

名
称
で
す
。

こ
の
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
広
く

み
な
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

に
、
「
住
ま
い
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
と
い
う
の
は
、
専
門
家
の
助

言
を
受
け
な
が
ら
参
加
者
が
自
主
的

に
行
う
共
同
研
究
の
こ
と
で
す
。

な
お
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

成
果
は
、
今
秋
開
催
す
る
同
計
画
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
資
料
の
一

つ
と
し
て
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。

●
と
き
９
月
閉
日
側
午
後
１
時

か
ら
５
時
ま
で
。

●
内
容
市
内
を
グ
ル
ー
プ
単
位
で

歩
い
て
観
察
し
、
住
宅
や
住
環

境
の
良
い
点
や
悪
い
点
を
記
録

し
ま
す
。
そ
の
後
、
そ
の
記
録

を
ま
と
め
て
発
表
し
ま
す
。

●
参
加
資
格
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
即
歳
以
上
の
人
。

●
募
集
人
員
釦
人
程
度
。
＊
応
募

者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
及
び

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
希
望
と

撫
蕊
織
癖
蝿
癖
溌
篝
え
観
鐡
蝉
灘

吟
Ｏ
Ｐ
Ｅ
計
画

ま
い
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ブ

親
子
す
こ
や
か
交
流
事

業
の
参
加
者

明
記
の
う
え
８
月
訓
日
出
ま
で

に
、
建
設
課
建
築
係
あ
て
申
し

込
み
。
ま
た
住
ま
い
に
関
す
る

考
え
も
簡
単
に
書
い
て
く
だ
さ

い
○

○
建
設
課
内
線
４
○
コ

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
両
親
が

い
な
い
み
な
さ
ん
を
対
象
に
交
流
事

業
を
行
い
ま
す
。

●
と
き
旧
月
吃
日
出
か
ら
旧
日
佃

ま
で
…
１
泊
２
日
。

●
場
所
日
光
・
大
子
方
面
。

●
日
程
及
び
内
容
［
旧
日
］
市
役

所
発
午
前
Ｂ
時
↓
日
光
江
戸
村

見
学
。

［
旧
日
］
里
美
牧
場
（
昼
食
）

↓
市
役
所
着
午
後
日
時
予
定
。

●
宿
泊
所
「
福
寿
荘
」
（
大
子
町
）

●
対
象
者
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、

両
親
が
い
な
い
み
な
さ
ん
。

＊
両
親
が
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

身
内
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
交
通
市
の
バ
ス
を
利
用
。

●
募
集
人
員
６
０
人
。

●
参
加
費
大
人
２
，
０
０
０
円

子
供
１
‐
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

●
申
込
Ｂ
月
即
日
鰯
ま
で
に
福
祉

事
務
所
に
備
え
て
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加

費
を
添
え
て
申
し
込
み
。

●
そ
の
他
２
日
間
の
昼
食
は
、
、
王

蕊
悪
蕊
認
癖
辮
灘
鶏
鐸
凝
》
蕊
蕊
議
癖

ー

|…

●
募
集
内
容
下
水
道
に
関
す
る
標

垂
叩
Ｏ

●
応
募
規
定
１
人
１
作
品
の
み
で
、

だ
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
作
品

と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
ｇ

月
釦
日
側
ま
で
に
、
日
立
・
高

萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
あ

て
郵
送
。

●
発
表
当
下
水
道
組
合
…
旧
月
中

旬
ご
ろ
。

県
…
吃
月
ご
ろ
。

●
表
彰
平
成
ｇ
年
２
月
下
旬
。

○
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道

組
合
工
務
課
〒
川
ｌ
旧
十
王

町
伊
師
２
‐
２
２
０

盆
龍
Ｉ
Ｓ
Ｓ
ヨ
ら
健第四回ママさんバレーボ

ー
ル
大
会
の
参
加
チ
ー
ム

催
者
で
用
意
し
ま
す
。

○
福
祉
事
務
所
内
線
。
三
ｓ
、
ま

た
は
高
萩
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

長
石
井
和
枝
さ
ん
窓
閉
１
コ
Ｂ

ｏ
１
へ
。

●
と
き
９
月
１
日
㈱
。

開
会
式
：
午
前
Ｂ
時
釦
分
。

●
場
所
市
民
体
育
館
。

地
区
対
抗
鯨
汰
饗
で
す
鑓

９
コ
マ
マ
瞳
一
‐
し
、
／
１
時

率
鑿
腫
鐵
燃
撚
瀞
蕊
だ
く
だ
慧
嚇

無
料
の
法
律
相
談

●
チ
ー
ム
編
成
既
婚
の
婦
人
に
よ

り
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
編
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
で
、
監
督
、
コ
ー

チ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
含
む
計

旧
人
以
内
。

●
参
加
費
１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０
円

●
申
込
市
民
体
育
館
に
備
え
て
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
料
を
添
え
て
、
代
表

者
会
議
に
持
参
。

＊
代
表
者
会
議
は
、
Ｂ
月
旧
日
㈲

午
後
６
時
か
ら
中
央
公
民
館
で

開
き
ま
す
。

○
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

狂
閉
１
１
１
ヨ
畑

●
と
き
Ｂ
月
朗
Ⅱ
㈱
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で
。

●
場
所
市
役
所
市
民
相
談
室
。

●
相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会
所
属

の
弁
護
士
。

●
定
員
６
人
。

●
相
談
料
無
料
。

●
申
込
Ｂ
月
記
Ｈ
側
か
ら
秘
耆
課

あ
て
電
話
で
申
し
込
み
。
＊
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

○
秘
書
課
内
線
三
三
三

蕊
懲
麓
凝
議
鰄
蕊
癖
蕊
識
漢
蕊
塞
塞
蕊

ー

l l
l罰

ウ

i灘蕊蕊鱒灘鬮翻鱗職：鍛蕊蕊:総闇鱗灘翻蕊蕊職'撫艤嬢蕪溌鶴撫織#…鰯灘鴬職躍蕊藤撚磯熱
8月30日閏午前9～12時／ 毎週木曜日午後1～3時毎週火曜日午後1～3 沼田うた子丑22-4544 高萩小学校

北茨城市心身障害者福祉センター／市民センター社会時／市民センター 壷23-4240

福祉事務所内線353 福祉協議会内線354 福祉事務所内線352

罷鐙慧蕊､｡中学生)鯛談蕊§鍵康･篝蝿*鴎鐘議￥趣ん湾も慧謹鍾議【《姦約鰯)蕊蕊澤識純爆…蕊謹篭灘》

教育委員会学校教育課 毎月月曜日午前9 毎月の第3月曜日午前9～11時 8月21日､28日、9月4日､11日、
盆23-1135 ～11時／保健セン 保健センター盆24-2121 18日の水曜日午後1～2時／

ターs24-2121 日立保健所盆0294-22-4188

蜜鍾鐵繕謬蜜と幅鱗§蕊議霧蕊溌蕊難塵議議蕊蕊識溌蕊蕊蕊議蕊職蕊蕊蕊蕊蕊職溌蕊蕊蕊蕊灘職
"029-231-0900 8月25日旧)､9月1日旧)､8日旧)､15日旧)､16日(月)､22日旧)､23日(月)/花貫クリーンセンターa22-4318
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（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当

の
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
み

な
さ
ん
の
受
給
要
件
を
確
認
し
ま
す

の
で
、
現
況
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
を
忘
れ
る
と
、
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
Ｂ
月
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
Ｂ
月
上

旬
に
送
付
し
ま
す
。

●
提
出
期
間
８
月
肥
日
側
か
ら
ｇ

月
旧
日
㈹
ま
で
。

＊
事
務
の
都
合
に
よ
り
受
付
日
を
指

定
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
⑤

＊
平
成
８
年
１
月
１
日
に
高
萩
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
な
か
っ
た
人
は
、

前
住
所
地
か
ら
所
得
証
明
書
（
児
童

扶
養
手
当
等
用
）
が
必
要
で
す
。

●
提
出
先
福
祉
事
務
所
。

▼
児
童
扶
養
手
当
と
は
…

父
母
が
離
婚
な
ど
で
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
監
護
ま

た
は
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

▼
手
当
を
受
け
る
資
格
は
：
．

日
本
国
内
に
住
み
（
外
国
人
を
含

む
）
、
支
給
対
象
児
童
を
監
護
し
て

い
る
母
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
親
族

な
ど
で
す
。
た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年

金
以
外
の
公
的
年
金
受
給
者
は
除
か

れ
ま
す
。
ま
た
一
定
の
所
得
制
限
も

あ
り
ま
す
。

▼
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
…

蕊
識
要
群
を
蕊
認
懲
識
鰯

寺
刊
一
日
皇
三
夫
臺
手
》

八
一

弓
」

事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

謡
需
醒
恥
胸
か
握
蹄
轌
霊
需
聡
蝿
岬
奉
率

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
、

旧
歳
の
誕
生
日
以
降
の
最
初
の
３
月

訓
日
ま
で
の
児
童
で
す
（
障
害
児
は

釦
歳
未
満
）
。

・
父
母
が
離
婚
、
父
が
死
亡
、
父
が

障
害
の
状
態
に
あ
る
、
父
の
生
死
が

明
ら
か
で
な
い
、
父
が
１
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る
、
父
が
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
、
母
が
婚
姻
し
な
い
で

生
ま
れ
た
児
童
。

▼
手
当
の
額
は
…

対
象
児
童
の
数
に
応
じ
て
次
の
と

お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
受

給
者
の
所
得
に
よ
り
、
手
当
額
の
一

部
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
〔

１
人
月
額
４
１
‘
３
９
０
円

２
人
月
額
４
６
，
３
９
０
円

３
人
月
額
４
９
，
３
９
０
円

以
下
、
児
童
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

Ｂ
‐
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
を
加
算
。

○
福
祉
事
務
所
内
線
。
ｓ
巳

旧
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
事

業
所
・
企
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
事
業

所
や
企
業
を
対
象
に
し
た
調
査
で
す
。

ｇ
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業

所
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
庶
務
課
内
線
コ
イ
三

準一

毎コ

〔
》●

年
金
の
相
談
会

｡●⑭第24回高萩市長杯争奪軟式野球大会⑭Q･"： i ボ ： ” 老
後
の
生
活
保
障
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
が
年
金
で
す
。
「
私
の
年
金

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
「
受
給

資
格
は
大
丈
夫
か
」
「
納
め
た
い
け

ど
失
業
中
で
納
め
ら
れ
な
い
」
な
ど
、

年
金
に
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら
気
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

蕊
蕊
の
心
配
を
露
溺
泌
ま
す
・
ゞ
《
緯

高校グランド F::高萩高校グランド 3 ：

月25日旧）
1

月22日旧)ル
強f± h
､､鎧、 ， “
蝋" 』蕊､""、 ．; ミ “

i

戸

I

L
黛一 、 、 “

:.洋; ､： ．. 、 "

3ii
, 1

9/22A

③
;:: ｜

E :高萩工業

9/1A(I)L8

予球場

1 －

2－
〔 8
*3三三

D:大心苑里

高萩小堀

本町萩友会

JA茨城ひたち

,?(ｸｴｽﾁｮソ）

極東製薬工業㈱

ピンキーズ

和華羽会

駒木原野球クラブ

:Gyp s

アスレチックス

マンキース

高萩会

M A C

市
保
険
年
金
課
と
日
立
社
会
保
険

事
務
所
の
共
催
で
年
金
相
談
を
行
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
と
き
Ｂ
月
副
日
伽
、
配
日
附

午
前
旧
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

●
場
所
中
央
公
民
館
。

●
持
参
品
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

手
帳
。
保
険
証
。
印
か
ん
。

［
免
除
申
請
に
つ
い
て
］

免
除
申
請
は
申
告
し
て
い
な
い
と

ー

9/22Aq)

り
合
暇
９
Ｊ
“

Ａ
１
工
，
Ｆ
Ｏ
、
や
”
戸
℃
７
１
０
０

Ｑ
Ｊ
副
《
ｎ
Ｕ

、１４”

ワ
』
ぬ
、
”
．
川
牲

RT:N:;Yi'U
:.r:;: ！" ;

Winnlers

パチンカーズ

コミュニティねもと

山之内製薬K｡K･
ゞ､毎蔀

それいゆ癒院
､ r ､亀 ､串 蹄

高萩郵便局チーム
． ；

コムラーズ

ロブスダーズ

NEWYANKEES

千代町ｸﾗブ
患 1 ％

千代田グラブ
“ ： ; 、 ： ． ．．

＃

ﾌｧｲﾅﾙ鴬ｸホース

クガーズ

ウェ－ブ

高萩向洋

高戸クラブ

KDK"

島萩ドリームズ

バクチク

山手チーム

鈴与ロイヤルス

ファイン‘プレープス

EASY' S

メンズクラブ

高萩レンジャーズ

昭和興産株式会社

名 球会

14

で
Ｉ
坐

ｆ
Ｉ
且
１
１
工
兵
Ｔ
Ｉ
Ｌ
、
“
苓
鞭
狸
、
噂
需
へ
叩
〆
】
、
、
／
］
⑨
／
』
函
の
ク
ム
鶏
の
／
“
“
“
⑨
〆
竺
“
“
弾
（
リ
〆
］
〈
叩
〃
』

I

所
得
な
ど
が
不
明
の
た
め
受
け
付
け

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
税
務

課
で
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

［
保
険
料
の
収
納
］

日
立
社
会
保
険
事
務
所
よ
り
納
付

害
が
届
い
て
い
る
人
で
、
当
日
納
め

る
こ
と
の
で
き
る
人
は
保
険
料
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
分
割
納
付

も
で
き
ま
す
の
で
希
望
者
は
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

○
保
険
年
金
課
内
線
三
コ
三

○内の番ロ言
罫
ぶ 55合順です

● ●
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I識隷蕊鍵姦 講蕊灘鰕讓
些理姓奎竺必里困圀圏 異

一一

一

平成2年に結成された高萩大和太

鼓は、高萩まつりや市民音楽祭をは

じめ茨城県太鼓連盟での活動など、

市内外の各種行事で活躍しています。

この高萩大和太鼓の打ち手を募集し

ますので、興味のある人はお気軽に

申し込みください。

■資格市内に在住、 または勤務し

ている30歳までの男女。

■練習日毎週金曜日午後7時30分

から9時30分まで。

■会費年5,000円。

■申込はがきに住所と氏名、年齢、

職業、電話番号を明記のうえ、

〒318高萩市大和町2-48 (有）

ハセガワ内高萩大和太鼓事務局

あて申し込み。

■締切り 8月311三| (土)。

□（有）ハセガワ内高萩大和太鼓事

務局丑22-2428

■受付期間 8月19日(月)から9月

3日(火)まで。 ＊士． 日曜日は

除く。

■第1次試験日 9月29日（日）。

■採用予定職種 ［県職員中級］事

務、土木、保母。 ［同初級］事

務（知事、教育、警察)、土木、

建築、化学、農業土木、林業。

［市町村立小中学校職員中級］

栄養士。 ［同初級］小中学校事

務（県全域、県南地域)｡

■受験資格 ［中級試験］昭和45年

4月2日から昭和52年4月1日

までに生まれた人。

［初級試験］昭和50年4月2日

から昭和54年4月l l三|までに生

まれた人。

■その他申込書の入手方法につい

ては、採用試験テレホンサービ

ス （狂029-221-8280＊24時間

テープ案内）へ。

口茨城県人事委員会事務局

B029-221-8111 内線5322

園囹囲辰巳琢郎
弦楽四菫奏団／クラシック･アラカルト

9月21日(土）
口開演：午後6時

口入場料(全席自由） ：

大人…3,500円

高校生以下…3100輻 爵羅

ブﾚｲ力ｲド

田所書店、仲屋書店、ヤマザキショ

ップサカモト、モンペリ上島名ねも

と高浜やおけん．せきね．川上か

ねこ（十王) 、ピアノマート （磯原) 、

日立市民会館、文化会館

ー

蕊
鋳
藍
鼠
り
返
る
品
々
の
織
溌

戦
争
に
関
す
る
資
料
展

兵
隊
の
所
持
品
や
当
時
の
写
真
の

ほ
か
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
で
は
時
崎

清
さ
ん
（
島
名
）
が
作
っ
た
「
君
は

風
船
爆
弾
を
知
っ
て
い
る
か
」
を
上

映
し
て
い
ま
す
。

●
と
き
Ｂ
月
由
日
嗣
ま
で
（
月
曜

日
を
除
く
）
。
午
前
９
時
釦
分

礎議”認圭
■とき 8月18日（日）午前10時から。

■場所高萩市民センター。

■募集人員 15人。

■参加費 1人1,000円。

■持参品スケッチブック等の画材

は各自持参。

■申込 8月17日(士)までに高萩美

術協会事務局へ電話。

口高萩美術協会事務局（棚谷寿夫さ

ん霊22-4759）

蕊撰識窪

高校中退者や中卒者など、高校を

卒業していない人に対して大学受験

や各種資格取得のため、高校卒業と

同等の学力認定の道を拓く 「大学入

学資格検定」 （大検）の説明会と個

別相談会を開きます。

■とき 9月4日(水)午後1時30分

から。

■場所北茨城市民ふれあいセンタ

ー・小ホール。

■参加費無料。

■申込電話で申し込み。 （必ず事

前に予約して下さい）

□（財） 日本産業開発青年協会・大

検情報センター恋フリーダイ

ヤル0120-555-018

か
ら
午
後
５
時
扣
分
ま
で
。

●
会
場
歴
史
民
俗
資
料
館
。

○
歴
史
民
俗
資
料
館

金
閉
ｌ
フ
三
三
ヨ

『

＄

貼

貼

『

貼

『

砧

ｒ

舛

狩

》

貼

舛

斡

串

貼

串

式

津

〉

託

圏

《

串

Ｊ
－
Ｌ
毎
潅

海
吋
一
・
一
い
か
』
Ｌ

一
カ
カ

擬
》
泌
一瀞

大学生のケームやプロで活躍した

選手の妙技をお楽しみください。

見学は無料です。

■とき 8月29日(木)から9月1日

（日）まで。

■場所大心苑グランド。

■出場チーム関東地区の大学や専

門学校など約20チーム。

■日程 ［8/29-30]大学生チームに

よるブロック別リーグ戦。

[9/1]元プロ選手による行事を

予定。

口大心苑盃22-2151

む安全エレちゃんの電気安全ひとくちﾒﾓ宙

g恥沁恥思一一
" j#壷や猫の引き取り』を

休ませていただきます｡
｛ ‘ :

re茨城県動物指導センター

l
壷0296-72-1200

●塗活環境課内線362
凡: ;蕊:: ､… ノ 醗鰕関東電気保安協

I|7



下左から鈴木あゆみさん(1年：本町)、国枝咲子さん(1

年：北茨城市)、宮田美由紀さん(1年：有明町)。萱1重｣21劃 ありがとうございました

＊社会福祉協議会へ

大都直史さん（秋山) ~100,0001]1
むつきかい

中央公民館老人学級第6期生六再会57,8401｣」

細金みさをさん(赤浜) 150,000円

今川正光さん（高戸) 100,000円

第一生命茨城OB会（水戸市) 14,300PI

ゾウさんのタオルを作る寝たきり老人のみなさんのために

＊松岡地区公民館へ

・作山栄一さん（上手綱） 花瓶1個

＊松岡幼稚園へ

・松岡幼稚億|父母と先生の会…スライド映写機l式



■ ・鱸 ※

FEWL [と き] 6ﾛ鯛日(日)､
誕潅鍵瞳と願ろち轌雪単ねも
J :三f鰯f&÷■ 』 1 準優勝極東製薬工業㈱

ⅡJ績星J辮零役、
（敬称略）

鍵第21回高萩市少年相撲大会

兼多賀竜杯

一

黒

助
聰
塀
盤

と

‐

蝉
：
瞳
趣
欺
蝉
唖
“

舞
鶴
溌
蕊
灘
鱗

ﾆゴ主

[と き］飢月7日 （日）
[ところ］山王相撲場

団体の部

優勝

準優勝

第3位

識
蕊“
鼻韓恐

蕊’
帯瀧鷺
韓雛

高浜野球A

相撲クラブ
2人で得た読売教育賞

十王中学校教諭の大内富夫さん（島名）が、 7月5日(金)に

第45回読売教育賞の外国語教育部門で最優秀賞に輝きました。

これは、大内さんとAET(英語指導助手）のカナダ人、 ダニ

エル・ハナーさんとの英語授業の内容が評価されたものです。

高浜野球B
￥
ｂ
畢

Ｆ
ｒ

晶砦

簔
』
驚
澤 ｢個天両薔、

￥呼
幹一弾韻

ー

ダニエルさんとの授業は、空き教室を利用した「イングリ

ッシュルーム」で開かれます。大内さんがギター伴奏する

We'retheworldをみんなで歌って授業に入ると、ゲーム

形式の英会話が飛び出します。イングリッシュベイスボー

ルやインタビューゲームに、生徒たちは教室にある旅行カ

バンや帽子などの小道具を自由に使い、英語で答えていき

ます。 「必ず声を出す場面や体を動かす場面、 自分の英語

が外国人(AET)に通じる満足感を味わう場Imを作ってい

ます。私たちは、その場面を作り出す役者ですね」と話す

2人の額には、大粒の汗が光っていました。

串
串
可
蠅
手
貼
串
に
罰
必
滅
出
端
貼
丸

蜘

蝋

鱗

鐸

鍔

“
率
誕 灘第43回高萩書察署管内

防犯青少年柔剣道大会
’

lと き］ 7月14日 （日）

[ところ］北茨城市民体育館

〈優勝団体と優勝者＞’
I

|｢－ ､一般男子….……“…高萩柔道スポ少OB-A

､小学男子……･……･ ･高萩柔道スボ少A

･小学4.5年”……･…佐久間浩一(高ス少）

､小学6年……･……･ ･佐川巧(高ス少）

､中学女子55k9未満…宇野仁美(高萩中）

､一般男子…･“………松丘龍士会

､女子…………………松丘高等学校A

･中学男子1 ･2年……堀田孝二(高萩中）

､中学女子1 ． 2年……柴田鼓(高萩中）

・男子初段以下………佐藤洋一(松丘高）

､男子2段以上………藤橋一夫(龍士会）

･女子有段……･……脇山好栄(高丘高）
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域警藤砿篭 説瑞

＝ P4一
「市内には、有害図耆などの自動販売機がありません。

県内の市では高萩市だけで、 この状態が17年間も続いてい

ます。有害ビラもほとんどありません。高萩Ifiはすごい、

と褒められいつのまにか私が会長に選ばれたのですが、 こ

れは、市内の青少年相談員や学校の先生、父兄のみなさん

などの地道で充実した活動への評価だと受け止めていま

す」 と話す根本さん。

根本さんは、昭和40年に高萩市青少年相談員に就任し、

その外、子ども会や交通指導隊、防犯連絡委員などにも積

極的に取り組んでいます。活動の先頭に立って行動を起こ

してきた経験の蓄積は、今、要職につきさらに広範囲に求

められ極めて多忙な日々を送っています。 7月15日 （月）

には、高萩市青少年相談貝協議会の主催により根本さんへ

の激励と祝福の会が開かれました。

壮
帆
を
磨
く
選
手
や
記
録
更
新
に
挑
む
選
手
た

ち
。
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
に
励
む
そ
の
熱
気

と
迫
力
、
そ
し
て
苦
し
い
鍛
練
に
よ
っ
て
磨
か

れ
た
若
く
美
し
い
体
の
動
き
に
は
、
目
を
奪
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら
な
く

っ
ち
ゃ
」
と
話
す
選
手
た
ち
の
こ
ぼ
れ
る
よ
う

な
笑
顔
と
美
し
い
瞳
は
、
熱
中
で
き
る
も
の
に

出
会
え
た
喜
び
の
証
し
で
す
ね
。
ヒ
ロ

虹
机
庄
か
ら
高
萩
ま
で
の
三
三
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
走
り
つ
な
い
だ
島
名
走
ろ
う
会
。
今
か
ら

約
三
五
○
年
前
、
戸
沢
政
礁
公
が
何
日
も
か
け

て
た
ど
っ
た
こ
の
道
を
、
今
回
は
二
四
時
間
で

走
破
。
道
路
事
情
が
変
わ
っ
た
と
は
い
え
、
こ

の
実
現
の
た
め
に
は
、
走
者
は
も
と
よ
り
事
前

ち

の
下
見
や
調
整
な
ど
に
奔
走
し
た
会
員
の
級
密

な
計
算
と
努
力
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。
茂
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1，学3年

1，学4年

小学5年

ﾉ1,学6年

優勝

鈴木駿来

郷土 学

小野寺亮太

郷土康弘

準優勝

柴田直也

小田木建太

鈴木 翔

漆崎正人

第3位

林 和彦

鈴木伸都

石井直樹



萩
谷
秋
琴

ス
ケ
ッ
チ
画
か
ら

の
●

し
ゅ
、
７
き
ん

壁型
この川で洗濯や障子洗いを

したことがありましたね。

この絵は本町通りですね。火

の見やぐらと家の前を流れる川

があってすぐ分かりました。火

の見やぐらは今の第1分団車庫

の隣にあって、そこに登ると市

街地が一望できました。この川

も、今ではコンクリー

トで覆われて当時の面

影はありませんが、私

が子どものころはきれ

いな水が流れていて、

洗濯をしたり障子を

洗ったりしていたこと

を思い出します。人が

道路の真ん中を歩いて

いる風景は、のどかな

時代を感じさせますね。

佐々木菫信さん
（本町） ≦ぞ｡ざ

ー

■
発
行
／
平
成
八
年
八
月
五
日
。
■
編
集
／
茨
城
県
高
萩
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
課
■
印
刷
／
藤
枝
印
刷

この絵の納められているスケッチブック

には、 「昭和五年」という記述がありま

す。この年は秋琴が郷里に帰った年にあ

たり、この時からI|里かしいふるさとの風

景を描きはじめています

今が…． ●
●
●
●

ー
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きゅうり
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懇剛

みそ

取立てのきゅうりに、味噌を付

けてガブリッ。真夏のきゅうりは

こんな食べ方がよく似合います。

今では－年中見られるきゅうりで
ユ
エ

すが、この更の味が－番。 「きゅ

夢 うりのおいしさはみずみずしさと

歯応え。大事に育てればそれだけ

おいしいきゅうりができます」と
よしえ

沼田悦江さん（大能)。取れたき

ゅうりは、その日のうちに隣りの

花三直売所で売られます。

篝 塞製
薑

蕊 篝篝菖雲
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